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歴史

■ 2001年設立
■ 2002年 最初の「医療情報標準化指針」
■ 2010年 最初の「厚生労働省標準規格」
■ 2019年5月10日から
一般社団法人 医療情報標準化推進協議会
（HELICS協議会）となる

■ 2020年時点23の標準規格を「HELICS指針」
として推奨・公開

医療情報標準化推進協議会
Health Information and Communication Standards Board

HELICS協議会



標準
1.判断のよりどころや行動の目安となるもの。
基準。「標準に合わない」

2.平均的であること。
また、その度合い・数値。並み。
「標準に及ばない」「標準の体重」

出典：デジタル大辞泉（小学館）



規格
1.工業製品・材料・工程などに対して定めた
基準。

2. 物事の基準となる、社会一般の標準。
「規格をはみ出した人物」

出典：デジタル大辞泉（小学館）



標準規格



医療情報の標準規格は
なぜ必要か

■ データ利用が容易になる。

■ 無駄が省ける
■ 長く使える
■ 転用・2次利用ができる



医療情報の標準規格を
決める方法は？

■多数決
■強制
■誘導
■説得

適切な基準に基づいた
公正な審査



HELICS協議会 目的



社員(会員)



HELICS協議会の活動

標準規格の採択
申請のあった標準案について、他の内外の規格との整合性、
一貫性、また当該標準案の完成度、維持体制などについて審
議し、目的ごとに使用すべき標準規格を採択し、医療情報標
準化指針を策定。

各団体との協議
審議の過程で、必要に応じて、標準化活動を行っている団体
に対して適切な助言。

情報の提供
標準化の推進のための情報として医療情報標準化レポートを
提供。
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HELICS指針と厚生労働省標準規格

HELICS協議会
標準化指針

Ａ規格

Ｂ規格

Ｃ規格

Ｄ規格

厚生労働省
保健医療情報標準化会議

厚生労働省標準
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保健医療情報
標準化会議

標準化に関する合意を
形成し得る民間団体を
特定し、標準とするに
適当であるとされた規
格を厚生労働省におけ
る標準として認める。

HELICS協議会が「標
準に関する合意を形成
しうる民間団体」とさ
れた。

HELICS協議会が
推奨する標準化指針

厚生労働省標準規格

審査

厚生労働省標準化団体が
HELICS指針を申請

HELICS
協議会

厚生労働省標準規格のプロセス

審査
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厚生労働省標準規格 通知



厚生労働省標準規格 通知



医療情報標準化レポート

A4、1～3枚。
規格の要約。

【規格の目的、概要】
だけでも価値あり。
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HELICS協議会 パンフレット
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HELICS協議会 パンフレット

21



HELICS協議会 パンフレット
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HELICS協議会 パンフレット
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＜第1部＞
HELICS指針の解説

「製造業者/サービス事業者による医療情報
セキュリティ開示書」ガイド の解説

下野 兼揮（JIRA）

HS040

電子処方箋の技術解説

新垣 淑仁 （JAHIS）



＜第2部＞

「厚生労働省の標準化に対する取り組み」

脊古 裕太

厚生労働省医政局特定医薬品開発支援・医療情報担当参
事官室 室長補佐



HELICS
一般社団法人
医療情報標準化推進協議会（HELICS協議会）
HEaLth Information and Communication Standards Organization
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